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(57)【要約】
【課題】洗浄・すすぎ各工程において洗浄槽の開閉不可
を容易に報知する食器洗い機を実現する。
【解決手段】開閉部１１の操作部３０に、把持部３２と
しての取っ手が存在している。この取っ手部の内部に振
動手段３１が取り付けられている。振動手段３１は錘３
４とそれを振動させるモータ３３とから構成されており
、食器洗い機が動作中はモータ３３が動作し、錘３４が
動くことによって取っ手である把持部３２が振動するこ
とができる。洗浄を開始すると、操作部の取っ手が振動
し、使用者が洗浄槽を開閉しようとして取っ手部を握る
と、その振動によって今洗浄槽を開閉することができな
いことを認識することができる。また、一時停止を行え
ば開閉することが可能であることがわかる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、前記洗浄槽内に給水する給水手段と、前記洗浄槽
内の被洗浄物を洗浄する洗浄手段と、前記洗浄槽を開閉可能にする開閉手段と、前記開閉
手段に設けた開閉時に操作する操作部とを備え、前記操作部を振動させる振動手段と、前
記振動手段を制御する振動制御手段とを有し、前記振動制御手段は前記洗浄手段により前
記被洗浄物を洗浄中に前記振動手段を駆動するようにした食器洗い機。
【請求項２】
前記開閉手段の前面に人体が来たことを検知する人体検知手段を有し、前記振動制御手段
は前記洗浄手段により前記被洗浄物を洗浄中で、かつ前記人体検知手段により人体を検知
した時に前記振動手段を駆動するようにした請求項１記載の食器洗い機。
【請求項３】
食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、前記洗浄槽内に給水する給水手段と、前記洗浄槽
内の被洗浄物を洗浄する洗浄手段と、前記給水手段および洗浄手段を制御する洗浄制御手
段と、前記洗浄槽を開閉可能にする開閉手段と、前記開閉手段に設けた開閉時に操作する
操作部とを備え、前記操作部を振動させる振動手段と、前記振動手段を制御する振動制御
手段とを有し、前記振動制御手段は、前記洗浄制御手段の制御に対応して前記開閉手段を
開放することが好ましくない時に前記振動手段を駆動するようにした食器洗い機。
【請求項４】
前記開閉手段の前面に人体が来たことを検知する人体検知手段を有し、前記振動制御手段
は前記洗浄制御手段の制御に対応して前記開閉手段を開放することが好ましくなく、かつ
前記人体検知手段により人体を検知した時に前記振動手段を駆動するようにした請求項３
記載の食器洗い機。
【請求項５】
前記開閉手段は前記洗浄槽前面に設けたドアであり、前記操作部は前記ドアに設けた把持
部であり、前記振動手段は前記把持部に触れた時に振動を開始するものである請求項１～
４のいずれか１項に記載の食器洗い機。
【請求項６】
前記開閉手段は前記洗浄槽前面に設けたドアであり、前記操作部は前記ドアに設けた把持
部であり、前記振動手段は前記把持部の内部に設けられた請求項１～５のいずれか１項に
記載の食器洗い機。
【請求項７】
前記振動手段はモータと前記モータの回転軸に偏心して錘を設けた請求項６記載の食器洗
い機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄槽内に収納した食器類を洗浄する食器洗い機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　家庭用の食器洗い機では、食器類を収容した洗浄槽に給水源から水を供給してこの洗浄
槽の底に水をためて、その水を洗浄ポンプにより吸引して洗浄ノズルへと圧送し、洗浄ノ
ズルに設けた水噴射穴から食器類に水を噴射することによって食器類の洗い及びすすぎを
行う構成となっている。食器類や洗浄槽内壁に当たった水は洗浄槽の底に戻り、フィルタ
によって残菜等が除去された後に再び洗浄ポンプにより吸引される、というように洗浄槽
内外を循環する。こうした食器洗い機では、運転時に洗浄槽が開けられないように様々な
ロックが行われている。
【０００３】
　この種の食器洗い機はいわゆる引出し方式の食器洗い機であって、食器類を収納する食
器かごを内設する洗浄槽が、前面パネルを兼ねるドアとともに前方に引出し可能に構成さ
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れている。
【０００４】
　ドアの内部上部には、開閉ハンドルを取り付けている。食器洗い機の運転中はハンドル
アームが閉の位置にあり、ロックレバーのロック部が食器洗い機本体に係合し、ドアをロ
ックしている。また運転中にドアをあけるときにはハンドルアームを開の位置に移動させ
ることにより、マイクロスイッチがオフとなり電気的に経路を切断するとともに、ロック
レバーがハンドルアームと連動して回動し、ロック部が食器洗い機本体から外れ、ドアを
開けることができる（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　また、洗浄槽を引き出した状態では、洗浄槽の上面が広く開口していて上から食器類を
出し入れできるようになっており、洗浄槽を本体に押し入れると、洗浄槽のレールの奥の
マイクロスイッチがオンとなり、食器洗い機が動作中には洗浄槽を常に拘束するとともに
本体内の上部空間に待機していた上蓋が降下して洗浄槽の上面開口を閉塞するようになっ
ている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２０００－５１２４号公報
【特許文献２】特開２００７－３０１０６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら上記従来の構成では、ハンドルアームが製品の正面から目立って見える上
に開閉動作が左右方向となるため、ドアの開口部が大きな面積を閉めデザイン的に不具合
であるとともに、ドアの開閉動作と機器のスタート動作（スタートスイッチを押す）部が
離れているため、操作性が悪いという問題を有していた。
【０００７】
　また、食器洗い機はシステムキッチンとしてビルトインされることが多くなってきてお
り、これに合わせて、子供が操作部をいたずらする可能性も高くなっていた。　
【０００８】
　また、近年では、食器洗い機も衛生志向が進み、殺菌効果を出すために、すすぎ温度が
８０℃にもなっており、子供がやけどをしないような安全策も考えねばならない。さらに
、食器洗い機は、時間短縮と省エネルギの両面から給湯機にも接続されることもあり、も
し、食器洗い器の給水系統から水漏れが発生し、洗浄槽内部に熱湯が溜められ続けた場合
にドアを開けると、熱湯がドアの隙間から流れ落ち、やけどを被ってしまうという危険性
があった。
【０００９】
　さらに、動作中に洗浄槽が常に拘束されている食器洗い機においても、洗い運転の途中
などに一時的に運転を停止させて食器類の出し入れを行いたい場合がある。この場合、動
作中であるかどうかをドア上部のＬＥＤで確認するために身をかがめる必要があり、また
ＬＥＤの視認性が悪い場合は、使用者は食器洗い機が運転をしていないと勘違いして、ド
アを開けようとして異常な力をかけて故障する原因にもなるという問題があった。
【００１０】
　本発明は、以上のような従来の食器洗い機が有している課題を解決するものであり、洗
浄槽を引き出してはいけないタイミングを容易に使用者に知らせ、外部に水が飛び出して
周囲を濡らしたり、高温の水が使用者にかかることがない、より安全性の高い食器洗い機
を提供することを目的としているものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の食器洗い機は、食器等の被洗浄物を収容す
る洗浄槽と、前記洗浄槽内に給水する給水手段と、前記洗浄槽内の被洗浄物を洗浄する洗
浄手段と、前記洗浄槽を開閉可能にする開閉手段と、前記開閉手段に設けた開閉時に操作
する操作部とを備え、前記操作部を振動させる振動手段と、前記振動手段を制御する振動
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制御手段とを有し、前記振動制御手段は前記洗浄手段により前記被洗浄物を洗浄中に前記
振動手段を駆動するようにした食器洗い機を提供するものである。
【００１２】
　食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機が動作中に振動することに
よって、ドア上部のＬＥＤを見ることなく洗浄槽を引き出してはいけないタイミングを容
易に使用者に知らせることができる。
【００１３】
　このようにすることによって、食器洗い機が動作中には取っ手部が振動しており、洗浄
槽を引き出そうとする時この振動を使用者は容易に感知することができるので、洗浄槽を
引き出してはいけないタイミングであると認識でき、一時停止ボタンを押すことによって
、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を高
めるようにしたものである。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明の食器洗い機によれば、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段
を設け、食器洗い機が動作中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用
者はこの振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミ
ングであると認識でき、一時停止ボタンを押すことによって、安全に洗浄槽を引き出すこ
とができ、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができる
という効果を有するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　第１の発明は、食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、前記洗浄槽内に給水する給水手
段と、前記洗浄槽内の被洗浄物を洗浄する洗浄手段と、前記洗浄槽を開閉可能にする開閉
手段と、前記開閉手段に設けた開閉時に操作する操作部とを備え、前記操作部を振動させ
る振動手段と、前記振動手段を制御する振動制御手段とを有し、前記振動制御手段は前記
洗浄手段により前記被洗浄物を洗浄中に前記振動手段を駆動するようにした食器洗い機を
提供するものである。
【００１６】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機
が洗浄中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易
に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識で
き、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができるもので
ある。
【００１７】
　第２の発明は、前記開閉手段の前面に人体が来たことを検知する人体検知手段を有し、
前記振動制御手段は前記洗浄手段により前記被洗浄物を洗浄中で、かつ前記人体検知手段
により人体を検知した時に前記振動手段を駆動するようにした食器洗い機を提供するもの
である。
【００１８】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、その近傍に
人体検知手段を設け、食器洗い機が洗浄中でかつ人体を検知した時に振動することによっ
て、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易に感知することができるので、
洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、食器洗い機に対する安全性
、利便性、信頼性を確実に向上させることができるものである。
【００１９】
　第３の発明は、食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、前記洗浄槽内に給水する給水手
段と、前記洗浄槽内の被洗浄物を洗浄する洗浄手段と、前記給水手段および洗浄手段を制
御する洗浄制御手段と、前記洗浄槽を開閉可能にする開閉手段と、前記開閉手段に設けた
開閉時に操作する操作部とを備え、前記操作部を振動させる振動手段と、前記振動手段を
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制御する振動制御手段とを有し、前記振動制御手段は前記洗浄制御手段の制御に対応して
前記開閉手段を開放することが好ましくない時に前記振動手段を駆動するようにした食器
洗い機を提供するものである。
【００２０】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機
が動作中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易
に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識で
き、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができるもので
ある。
【００２１】
　第４の発明は、前記開閉手段の前面に人体が来たことを検知する人体検知手段を有し、
前記振動制御手段は前記洗浄制御手段の制御に対応して前記開閉手段を開放することが好
ましくなく、かつ前記人体検知手段により人体を検知した時に前記振動手段を駆動するよ
うにした食器洗い機を提供するものである。
【００２２】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、その近傍に
人体検知手段を設け、食器洗い機が動作中でかつ人体を検知した時に振動することによっ
て、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易に感知することができるので、
洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、食器洗い機に対する安全性
、利便性、信頼性を確実に向上させることができるものである。
【００２３】
　第５の発明は、前記開閉手段は前記洗浄槽前面に設けたドアであり、前記操作部は前記
ドアに設けた把持部であり、前記振動手段は前記把持部に触れた時に振動を開始するもの
である食器洗い機を提供するものである。
【００２４】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機
が動作中でかつ人体を検知した時に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時
使用者はこの振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタ
イミングであると認識でき、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上さ
せることができるものである。
【００２５】
　第６の発明は、前記開閉手段は前記洗浄槽前面に設けたドアであり、前記操作部は前記
ドアに設けた把持部であり、前記振動手段は前記把持部の内部に設けられた食器洗い機を
提供するものである。
【００２６】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機
が動作中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易
に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識で
き、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができるもので
ある。
【００２７】
　第７の発明は、前記振動手段はモータと前記モータの回転軸に偏心して錘を設けた食器
洗い機を提供するものである。
【００２８】
　これによって、本発明は、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機
が動作中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易
に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識で
き、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができるもので
ある。
【００２９】
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　また、食器洗い機の運転方法において、人体を検知する人体検知工程、及び、振動手段
を制御する振動制御工程、前記振動制御をフィードバックさせて操作部を振動させる振動
工程とを少なくとも一部をコンピュータに実行させるためのプログラムを提供するもので
ある。
【００３０】
　そして、これら制御方法はプログラムであるので、電気・情報機器、コンピュータ、サ
ーバ等のハードリソースを協働させて本発明の食器洗い機の運転方法の少なくとも一部を
容易に実現することができる。また記録媒体に記録したり通信回線を用いてプログラムを
配信したりすることでプログラムの配布・更新やそのインストール作業が簡単にできる。
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００３２】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における食器洗い機を、前後方向に沿った鉛直面で
切断したときの断面を右側から見た時の概略構成模式図を示すものである。以下に本実施
の形態における構成を説明する。
【００３３】
　図１において、１３は被洗浄物である食器１４等を収納する食器カゴ、１２は食器カゴ
１３を収納する洗浄槽、１５は洗浄ポンプ１７によって加圧された洗浄水を食器１４等に
噴射するための洗浄ノズルを示している。また、３０は洗浄槽を開閉するための操作部、
３１は振動手段、２２はこの振動手段を制御するための振動制御手段、２１は食器洗い機
の洗浄・すすぎの各工程を制御するための洗浄制御手段を示している。また、１６は洗浄
槽に水を入れるための給水手段、１９は洗浄槽の水を排出するための排水手段である。
【００３４】
　洗浄槽１２内の下部には、洗浄手段を構成する洗浄ノズル１５が配設されている。この
洗浄ノズル１５は、洗浄槽１２の下方に配設された洗浄ポンプ１７により加圧された洗浄
水を上方に向けて噴射する構成となっている。洗浄槽１２内の底部には、洗浄ノズル１５
の下方に位置させて加熱手段２０としてのヒータが配設されている。ヒータは、印加電圧
により発熱量を制御可能なものを用いる。洗浄槽１２内において、洗浄ノズル１５の上方
に位置させて、食器載置体を構成する食器カゴ１３が出し入れ可能に収容されている。こ
の食器カゴ１３に、被洗浄物である食器類１４が載置されるようになっている。
【００３５】
　洗浄ポンプ１７の吐出口は横方向に延在して配設された通水路を介して洗浄ノズル１５
及び図示しない他のノズルアームの水路に連通している。一方、図示していないが、排水
手段１９の吸入口は洗浄ポンプ１７の側壁に設けられた排水口に接続され、排水手段１９
の吐出口は排水ホースを介して機外に連通している。
【００３６】
　すなわち、洗浄槽１２の底部に水が貯留された状態で洗浄ポンプ１７が正転方向に回転
駆動されると、循環口を通して吸い込んだ水を通水路を介して洗浄ノズル１５へと圧送す
る。すると、洗浄ノズル１５の上面に設けられた水噴射穴から水が噴出し、その水勢によ
って洗浄ノズル１５は垂直な軸を中心に所定方向に回転する。水噴射穴から噴射された水
は洗浄槽１２内に収容されている食器類１４に当たり、食器類に付着している汚れを落と
したり洗剤水を流したりする。一方、洗浄ポンプ１７が逆転方向に回転駆動されると、洗
浄ポンプ１７は排水口を通して吸い込んだ水を排水手段１９の排水ホースを通して機外へ
と排出する。
【００３７】
　また、洗浄ポンプを経由して洗浄ノズルから噴出する水は、図示していないが、一部分
岐されて給水手段１６を経由して洗浄槽１２の横や上から洗浄槽１２内に給水される。
【００３８】
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　この食器洗い機が動作中に開閉部１１が開いたり、使用者が故意に開けたりした場合、
洗浄水が洗浄槽から出てしまうので、使用者に開閉できないことを報知することが必要で
ある。今、開閉部１１の操作部３０に取っ手があり、その取っ手部内部に振動手段を搭載
することによって、食器洗い機が動作中は常に操作部の取っ手が振動することによって、
使用者は今開閉できないことを知り、開閉する必要があると一時停止をしなければならな
いことを認識することができる。
【００３９】
　このように食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機が動作中に振動
することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの振動を容易に感知すること
ができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、一時停止ボ
タンを押すことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に対する安全
性、利便性、信頼性を確実に向上させることができる。
【００４０】
　また、図２は本実施の形態で用いる振動手段の模式図を示しているものである。開閉部
１１の操作部３０に、把持部３２としての取っ手が存在している。この取っ手部の内部に
本実施例の特徴の１つである振動手段３１が取り付けられている。振動手段３１は錘３４
とそれを振動させるモータ３３とから成っており、食器洗い機が動作中はモータ３３が動
作し、錘３４が動くことによって取っ手である把持部３２が振動することができるもので
ある。
【００４１】
　すなわち、汚れた食器を洗浄槽内に入れ、洗浄を開始すると、操作部の取っ手が振動し
、使用者が洗浄槽を開閉しようとして取っ手部を握ると、その振動によって今洗浄槽を開
閉することができないことを認識することができる。また、一時停止を行えば開閉するこ
とが可能であることがわかる。
【００４２】
　これによって、本実施の形態によると、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け
、食器洗い機が動作中に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこ
の振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングで
あると認識でき、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることが
できるものである。
【００４３】
　本実施の形態では振動手段に錘を用いたものを示しているが、これ以外の振動を発生さ
せることができるものでもよい。
【００４４】
　図３は本実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャートを示している
ものである。以下に本実施の形態におけるフローを説明する。
【００４５】
　まず、図１のような食器洗い機において、開閉部１１の操作部３０に、図２のような錘
３４とモータ３３で構成された振動手段３１を設けた取っ手部が設置されている。この取
っ手部は食器洗い機の動作中にモータ３３が動作し、錘３４を介して微弱振動をすること
ができるものである。まず、この食器洗い機の開閉部を前方に開くと被洗浄物である食器
類１４を入れるための洗浄槽１２が現れる（ステップＳ１）。この洗浄槽１２の開口部上
側から汚れの付着した食器類１４を入れて食器ガゴ１３に収納する（ステップＳ２）。食
器が収納されると、この食器洗い機の開閉部を奥に入れて洗浄槽１２を閉じる（ステップ
Ｓ３）。次に、使用者によって運転入りのボタンが押下されると、給水手段１６から洗浄
槽１２に洗浄水が供給されて、洗浄運転が開始される（ステップＳ４）。この食器洗い機
の動作が開始されると開閉部のモータ３３が動作を開始し、把持部３２内の錘３４が動き
、把持部３２が振動を開始する（ステップＳ５）。されに、食器洗い機の運転が終了した
り、一旦停止をしたりした時（ステップＳ６）、開閉部のモータ３３の動作が停止し、把
持部３２内の錘３４の動きが止まるので、把持部３２の振動が停止する（ステップＳ７）
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。
【００４６】
　このように食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機が洗浄中に振動
することによって、現在動作中であることを報知し、洗浄槽を引き出そうとする使用者は
取っ手部を持つことによってこの振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き
出してはいけないタイミングであると認識でき、一時停止を行うことによって、安全に洗
浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上さ
せることができる。
【００４７】
　本発明は、ビルトイン型の食器洗い機以外の卓上型のコンパクト食器洗い機でもよく、
また乾燥手段がある食器洗い乾燥機にも適用できる。
【００４８】
　（実施の形態２）
　次に、本実施の形態の食器洗い機について図面を参照しながら説明する。図４は、本発
明の第２の実施の形態における食器洗い機を、前後方向に沿った鉛直面で切断したときの
断面を右側から見た時の概略構成模式図を示すものである。以下に本実施の形態における
構成を説明する。
【００４９】
　本発明における実施の形態の基本構成に関しては実施の形態１と同様であり、説明は省
略するが、特に本発明の構成では、開閉部１１の操作部３０に、把持部３２としての取っ
手が存在し、この取っ手部の内部に本実施例の特徴の１つである振動手段３１が取り付け
られており、さらに開閉部１１の前面に人体を検知することができる人体検知手段３５と
して、赤外線センサを設置している。振動手段３１は錘３４とそれを動かすモータ３３と
から構成されており、食器洗い機が動作し、かつ食器洗い機の前面に人体が来て、その人
体を検知した時にモータ３３が動作し、錘３４が動くことによって取っ手である把持部３
２が振動することができるものである。
【００５０】
　すなわち、汚れた食器を洗浄槽内に入れ、洗浄を開始し、食器洗い機前面に人体が来る
と、その人体を検知することによって操作部の取っ手が振動し、使用者が洗浄槽を開閉し
ようとして取っ手部を握ると、その振動によって今洗浄槽を開閉することができないこと
を認識することができる。また、開閉するためには一時停止を行う必要があることを認識
することができる。
【００５１】
　このように食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、食器洗い機前面に人体検知
手段を設け、この食器洗い機が動作中に人体検知手段が人体を検知すると振動手段が振動
を開始し、この把持部が振動し、洗浄槽を引き出そうとする使用者はこの振動を容易に感
知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、
一時停止ボタンを押すことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に
対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができる。
【００５２】
　次に、図４に示された食器洗い機において、本発明の動作について図面を参照しながら
説明する。図５は同実施の形態に係る食器洗い機の処理手順を示すフローチャートを示す
ものである。以下に本実施の形態におけるフローを説明する。
【００５３】
　まず、図４のような食器洗い機において、開閉部１１の操作部３０に、図２のような錘
３４とモータ３３で構成された振動手段３１を設けた取っ手部が設置されている。さらに
、開閉部１１の前面に人体を検知することができる人体検知手段として、赤外線センサが
設置されている。この取っ手部は食器洗い機が動作中で、かつ赤外線センサが人体を検知
した時に、モータ３３が動作し、錘３４を介して微弱振動をすることができるものである
。
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【００５４】
　まず、この食器洗い機の開閉部を前方に開くと被洗浄物である食器類１４を入れるため
の洗浄槽１２が現れる（ステップＳ１）。この洗浄槽１２の開口部上側から汚れの付着し
た食器類１４を入れて食器ガゴ１３に収納する（ステップＳ２）。食器が収納されると、
この食器洗い機の開閉部を奥に入れて洗浄槽１２を閉じる（ステップＳ３）。次に、使用
者によって運転入りのボタンが押下されると、給水手段１６から洗浄槽１２に洗浄水が供
給されて、洗浄運転が開始される（ステップＳ４）。この食器洗い機の動作が開始され、
かつ開閉部１１の前面にある人体検知手段３５が人体を検知する（ステップＳ１５）と、
開閉部１１のモータ３３が動作を開始し、把持部３２内の錘３４が動き、把持部３２が振
動を開始する（ステップＳ１６）。次に、開閉部１１の前面にある人体検知手段３５が人
体を検知しなくなると、開閉部のモータ３３の動作が停止し、把持部３２内の錘３４の動
きが止まるので、把持部３２の振動が停止する（ステップＳ１７）。以上より、洗浄運転
が終了し、食器洗い機の動作が停止する（ステップＳ１８）。
【００５５】
　このように、本実施の形態では、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、さら
に食器洗い機の前面に人体検知手段を設け、食器洗い機が洗浄中に人体を検知すると、振
動手段が振動することによって、現在動作中であることを報知し、洗浄槽を引き出そうと
する使用者は取っ手部を持つことによってこの振動を容易に感知することができるので、
洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、一時停止を行うことによっ
て、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を
確実に向上させることができる。
【００５６】
　以上のような構成とすることにより、本発明の実施の形態によれば、食器洗い機のドア
の取っ手部に振動手段を設け、その近傍に人体検知手段を設け、食器洗い機が洗浄中でか
つ人体を検知した時に振動することによって、洗浄槽を引き出そうとする時使用者はこの
振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであ
ると認識でき、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることがで
きるものである。
【００５７】
　（実施の形態３）
　次に、本発明の動作について図面を参照しながら説明する。図６は同実施の形態に係る
食器洗い機の処理手順を示すフローチャートを示すものである。以下に本実施の形態にお
けるフローを説明する。なお、図５と同じ工程に関しては省略する。
【００５８】
　まず、図４のような食器洗い機において、開閉部１１の操作部３０に、図２のような錘
３４とモータ３３で構成された振動手段３１を設けた取っ手部が設置されている。この取
っ手部は食器洗い機が動作中で、扉の開閉が不可の時に、モータ３３が動作し、錘３４を
介して微弱振動をすることができるものである。
【００５９】
　この食器洗い機の動作が開始され、洗浄制御手段からの信号により開閉部の扉の開閉が
できない時（ステップＳ２５）、開閉部１１のモータ３３が動作を開始し、把持部３２内
の錘３４が動き、把持部３２が振動を開始する（ステップＳ１６）。次に、洗浄制御手段
からの信号により開閉部の扉の開閉が可能になると、開閉部のモータ３３の動作が停止し
、把持部３２内の錘３４の動きが止まるので、把持部３２の振動が停止する（ステップＳ
１７）。以上より、洗浄運転が終了し、食器洗い機の動作が停止する（ステップＳ１８）
。
【００６０】
　このように、本実施の形態では、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、洗浄
制御手段からの信号により、食器洗い機が洗浄中で開閉部の扉の開閉が不可の時に、振動
手段が振動することによって、現在食器洗い機が動作中であることを報知し、洗浄槽を引



(10) JP 2010-142326 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

き出そうとする使用者は取っ手部を持つことによってこの振動を容易に感知することがで
きるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識でき、一時停止を行う
ことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機に対する安全性、利便性
、信頼性を確実に向上させることができる。
【００６１】
　（実施の形態４）
　次に、本発明の動作について図面を参照しながら説明する。図７は同実施の形態に係る
食器洗い機の処理手順を示すフローチャートを示すものである。以下に本実施の形態にお
けるフローを説明する。なお、図５と同じ工程に関しては省略する。
【００６２】
　まず、図４のような食器洗い機において、開閉部１１の操作部３０に、図２のような錘
３４とモータ３３で構成された振動手段３１を設けた取っ手部が設置されている。さらに
、開閉部１１の前面に人体を検知することができる人体検知手段として、赤外線センサが
設置されている。この取っ手部は食器洗い機が動作中で、かつ赤外線センサが食器洗い機
の前面の人体を検知した時に、モータ３３が動作し、錘３４を介して微弱振動をすること
ができるものである。
【００６３】
　この食器洗い機の動作が開始され、洗浄制御手段からの信号により開閉部の扉を開閉す
ることができない（ステップＳ３５）、かつ開閉部１１の前面にある人体検知手段３５が
人体を検知する（ステップＳ３６）と、開閉部１１のモータ３３が動作を開始し、把持部
３２内の錘３４が動き、把持部３２が振動を開始する（ステップＳ１６）。次に、洗浄制
御手段からの信号により開閉部の扉を開閉することができる時や、または開閉部１１の前
面にある人体検知手段３５が人体を検知しなくなると、開閉部のモータ３３の動作が停止
し、把持部３２内の錘３４の動きが止まるので、把持部３２の振動が停止する（ステップ
Ｓ１７）。以上より、洗浄運転が終了し、食器洗い機の動作が停止する（ステップＳ１８
）。
【００６４】
　このように、本実施の形態では、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、さら
に食器洗い機の前面に人体検知手段を設け、食器洗い機が洗浄中で扉開閉が不可で人体を
検知すると、ドアの取っ手部の振動手段が振動することによって、現在食器洗い機が動作
中であることを報知し、洗浄槽を引き出そうとする使用者は取っ手部を持つことによって
この振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミング
であると認識でき、一時停止を行うことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、
食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができる。
【００６５】
　（実施の形態５）
　次に、本発明の動作について図面を参照しながら説明する。図８は同実施の形態に係る
食器洗い機の処理手順を示すフローチャートを示すものである。以下に本実施の形態にお
けるフローを説明する。なお、図５と同じ工程に関しては省略する。
【００６６】
　まず、図４のような食器洗い機において、開閉部１１の操作部３０に、図２のような錘
３４とモータ３３で構成された振動手段３１を設けた取っ手部が設置されている。また、
この取っ手には図示していないが、手が接触したことを検知する接触センサも設置されて
いる。さらに、開閉部１１の前面に人体を検知することができる人体検知手段として、赤
外線センサが設置されている。この取っ手部は食器洗い機が動作中で、かつ赤外線センサ
が食器洗い機の前面の人体を検知し、その人体の手が取っ手に触れた時に、モータ３３が
動作し、錘３４を介して微弱振動をすることができるものである。
【００６７】
　この食器洗い機の動作が開始され、洗浄制御手段からの信号により開閉部の扉を開閉す
ることができない（ステップＳ４５）、かつ開閉部１１の前面にある人体検知手段３５が
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人体を検知（ステップＳ４６）し、取っ手の接触センサによってその人体が取っ手に接触
したことを検知する（ステップＳ４７）と、開閉部１１のモータ３３が動作を開始し、把
持部３２内の錘３４が動き、把持部３２が振動を開始する（ステップＳ１６）。次に、洗
浄制御手段からの信号により開閉部の扉を開閉することができる時や、または開閉部１１
の前面にある人体検知手段３５が人体を検知しなくなったり、人体が取っ手に接触してい
ない時には、開閉部のモータ３３の動作が停止し、把持部３２内の錘３４の動きが止まる
ので、把持部３２の振動が停止する（ステップＳ１７）。以上より、洗浄運転が終了し、
食器洗い機の動作が停止する（ステップＳ１８）。
【００６８】
　このように、本実施の形態では、食器洗い機のドアの取っ手部に振動手段を設け、接触
を検知するセンサを設け、さらに食器洗い機の前面に人体検知手段を設け、食器洗い機が
洗浄中で扉開閉が不可で人体を検知し、その人体が扉を開けようとして取っ手に触れると
、ドアの取っ手部の振動手段が振動することによって、現在食器洗い機が動作中であるこ
とを報知し、洗浄槽を引き出そうとする使用者は取っ手部を持つことによってこの振動を
容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認
識でき、一時停止を行うことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、食器洗い機
に対する安全性、利便性、信頼性を確実に向上させることができる。
【００６９】
　以上のような構成とすることにより、本発明の実施の形態によれば、食器洗い機のドア
の取っ手部に振動手段を設け、その近傍に人体検知手段を設け、食器洗い機が洗浄中でか
つ人体を検知し、その人体が取っ手に接触した時に振動することによって、洗浄槽を引き
出そうとする時使用者はこの振動を容易に感知することができるので、洗浄槽を引き出し
てはいけないタイミングであると認識でき、食器洗い機に対する安全性、利便性、信頼性
を確実に向上させることができるものである。
【００７０】
　また、これらの食器洗い機の制御手段で上記運転方法を行うためには、ＣＰＵコンピュ
ータに実行させるためのプログラムを記録したことを特徴とするコンピュータ読み取り可
能な独自のプログラムが必要である。本実施の形態で説明した手段は、ＣＰＵ（またはマ
イコン）、ＲＡＭ、ＲＯＭ、記憶・記録装置、Ｉ／Ｏなどを備えた電気・情報機器、コン
ピュータ、サーバ等のハードリソースを協働させるプログラムの形態で実施してもよい。
プログラムの形態であれば、磁気メディアや光メディアなどの記録媒体に記録したりイン
ターネットなどの通信回線を用いて配信することで新しい機能の配布・更新やそのインス
トール作業が簡単にできる。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　以上のように、本発明は、食器洗い機の取っ手部に振動手段を設け、動作中や人体を検
知して洗浄槽を開放することが好ましくない時に振動することによって、使用者はこの振
動を容易に感知することができ、洗浄槽を引き出してはいけないタイミングであると認識
でき、一時停止ボタンを確実に押すことによって、安全に洗浄槽を引き出すことができ、
食器洗い機の安全性、利便性、信頼性を向上させることができ、家庭用の食器洗い機に対
して有用である。
【００７２】
　また、家庭用に限らずオフィスや工場等の業務用などにおいても利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の第１の実施の形態で用いる食器洗い機を前後方向に沿った鉛直面で切断
したときの断面を右側から見た模式図
【図２】同実施の形態で用いる振動手段の模式図
【図３】同実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャート
【図４】本発明の第２の実施の形態で用いる食器洗い機を前後方向に沿った鉛直面で切断
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したときの断面を右側から見た模式図
【図５】同実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャート
【図６】本発明の第３の実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャート
【図７】本発明の第４の実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャート
【図８】本発明の第５の実施の形態で用いる食器洗い機の処理手順を示すフローチャート
【符号の説明】
【００７４】
　１１　開閉部
　１２　洗浄槽
　１３　食器カゴ
　１４　食器
　１５　洗浄ノズル
　１７　洗浄ポンプ
　１９　排水手段
　２１　洗浄制御手段
　２２　振動制御手段
　３０　操作部
　３１　振動手段
　３２　把持部
　３３　モータ
　３４　錘
　３５　人体検知手段

【図３】 【図５】
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